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0のなかにおやゆびいがいの 4ほんのゆびを
いれ、●をてのこうにかけ、てをひらく。

oに ぜん13tのゆびをいれ、

《もとのかたち》

●をてのこうにかけ、てをひらく。

おやゆびとひとさしゆびをのこし、ほかのゆびをはずす。
ひだりてをはずし、Oに したからおやゆひと
ひとさしゆびをいれ、てをもどす。



(とつているところ)
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おゃゆぴをはずす。 0を おやゆびでとる。

0を こゆびでとる。

0を おやゆびでとる。 こゆびをはずす。



ひとりあやとり(つづき )

ひとさしゅびをβ、かくまげ、渋をはずす。
(はずしているところ)

●をひとさしゆびでとる。 ○にこゆびをしたからいれ、●をとる。

つづけて、こゆびで 0を とる。 おゃゆびをはずす。



『うまのめ』

○におやゆびを したからいれ、
ひとさしゆびのあたまと <つつける。

おやゆびとひとさしゆびをつけたまま、

○のなかにいれ、うらがえす。

こゆびをはずし、おやゆびとひとさしゆびをひら<。 0を こゆびでとる。

0を おやゆびでとり、
◎をひとさしゆびでとる。 24 →の 2ほんのひもをて<びにあろす。



ひとりあやとり(つづき)

『つりばし』

●をおやゆびでとる。 ●をなかゆびでとりあう。

うのひもをふりおろす。

《もとのかたち》にもどる。



3′31ん′31<ちゃがま
rつづみ」(9ベージ)からはじめる。

3にんで、ひとりが→のひもを
2ほんずつもつてひつばりあう。

ぶんぶくちゃがまが ねえたった

おかまとちゃわんも

ぢゃんがらがら

「ぢやんがらがら」でいつせいにてをはなす。ひもをもつていたものがまけ。


